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 １／１５平成１６年

（５減）７７,３８０人　口
（２減）３８,７８２　　男
（３減）３８,５９８　　女
（４０減）３７,２２８世帯数

１月１日現在　推計（前月比）

　

エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
で
の
観
劇
や
狛
江
弁
財
天
池
緑
地
保
全
地
区

の
散
策
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
て
の
お
出
か
け
や
お
買
い
物
な

ど
、
狛
江
駅
や
駅
周
辺
施
設
を
利
用
の
際
に
は
、
狛
江
駅
北
口
地

下
駐
車
場
が
大
変
便
利
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
は
、
平

成
７
年
に
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
な
ど
を

含
む
エ
コ
ル
マ
１
と
同
時
に
オ
ー
プ

ン
し
、
以
来
多
く
の
方
々
に
利
用
さ

れ
現
在
９
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
小
田
急
線
の
高
架
化
に
伴

う
踏
切
撤
去
に
よ
り
交
通
事
情
が
改

善
さ
れ
、
ま
た
狛
江
駅
北
口
交
通
広

場
の
供
用
開
始
や
狛
江
弁
財
天
池
緑

地
保
全
地
区
の
整
備
に
伴
う
一
般
開

放
な
ど
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
狛
江

駅
周
辺
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

約
１
３
０
万
台
の
利
用
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　　

＊　
　

　

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
（
通
称

「
ち
か
ち
ゅ
ー
」
）
は
狛
江
駅
北
口

交
通
広
場
と
エ
コ
ル
マ
１
の
地
下
に

あ
る
収
容
台
数
１
９
１
台
（
平
面
式

　

台
、
機
械
式
１
４
６
台
）
の
市
営

４５駐
車
場
で
す
。
障
害
者
専
用
ス
ペ
ー

ス
が
３
台
分
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
の
渋
滞
を
避
け

る
た
め
、
あ
え
て
入
口
を
交
通
広
場

の
中
心
に
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

エ
コ
ル
マ
１
と
直
結
し
、
駐
車
場

の
あ
る
地
下
２
階
か
ら
エ
コ
ル
マ

ホ
ー
ル
や
展
示
多
目
的
室
の
あ
る
地

上
６
階
ま
で
２
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

＊　
　

　

郊
外
に
あ
る
駐
車
場
に
車
を
止
め

（
パ
ー
ク
） 、
そ
こ
か
ら
電
車
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
に
乗
り
換
え
（
ラ

イ
ド
） 、
都
心
部
へ
の
自
動
車
の
乗

り
入
れ
を
抑
制
し
、
慢
性
的
な
渋
滞

の
緩
和
や
大
気
汚
染
な
ど
環
境
負
荷

の
低
減
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、
市
で
は
平
成　

年
度
か
ら
新

１５

た
に
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事
業
」
に

取
り
組
み
、
事
業
の
一
環
と
し
て
狛

江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
条
例
の
改
正

や
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
変
更
点
と
し
て
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
の
駐
車

１１

料
金
の
上
限
を
２
�
０
０
０
円
に
設

定
し
、
ま
た
平
日
限
定
の
定
期
駐
車

の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
ち
か
ち
ゅ
ー
」が
こ
れ
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

■
時
間
駐
車

　

午
前
７
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
、

１１

　

分
２
０
０
円

３０※
１
日
最
大
料
金　

２
�
０
０
０
円

※
夜
間
料
金　

１
�
６
０
０
円
（
午

後　

時　

分
か
ら
翌
朝
午
前
７
時　

１０

３０

３０

分
ま
で
） 

■
定
期
駐
車

〔
全
日
〕
１
８
�
０
０
０
円

〔
平
日
限
定
〕
１
０
�
０
０
０
円

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

次
の
寸
法
を
超
え
る
車
輌
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

▽
長
さ　

５
・　

�
３０

▽
幅　
　

２
�

▽
高
さ　

２
・　

�
２０

※
た
だ
し
、
定
期
駐
車
は
機
械
式
の

た
め
次
の
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
長
さ　

４
・　

�
以
内

７０

▽
幅　
　

１
・　

�
以
内

７５

▽
高
さ　

１
・　

�
以
内

５０

▽
重
さ　

１
・　

ｔ
以
内

７０

　
「
ち
か
ち
ゅ
ー
」で
は
便
利
で
お
得

な
駐
車
回
数
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

金
額
は
２
０
０
円
券　

枚
組
２
�

１１

０
０
０
円
で
す
。

　

駐
車
回
数
券
は
「
ち
か
ち
ゅ
ー
」

出
口
ゲ
ー
ト
脇
に
あ
る
管
理
事
務
所

ま
た
は
エ
コ
ル
マ
１
の
５
階
狛
江
市

文
化
振
興
事
業
団
に
て
、
ど
な
た
で

も
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
狛
江
駅
北
口
地
下
駐

１６

車
場
定
期
駐
車
の
利
用
申
請
を
２
月

２
日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま
で
の
期

１２

間
に
受
け
付
け
ま
す
。
募
集
台
数
は

　

台
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

３２選
と
な
り
ま
す
。

〔
利
用
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で

１７

３１

※
毎
日
の
午
後　

時
か
ら
翌
朝
午
前

１１

７
時
ま
で
お
よ
び
１
月
１
日
の
定
休

日
、　

月
の
設
備
保
安
点
検
実
施
日

１０

に
は
人
・
車
の
出
入
り
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
車
庫
証
明
は
取
得
で
き

ま
せ
ん
。

〔
申
込
方
法
〕
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
計
画
課
の
窓
口
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
定
期
駐
車

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
車
輌
の
車
検

証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
提
出
く
だ

さ
い
。

利 
用 
区 
分 
・ 
駐 
車 
料 
金

利  
用  
車  
輌  
の  
制  
限

駐　

車　

回　

数　

券

定
期
駐
車
利
用
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

地下２階駐車場 駐車場入口 入口・南階段
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市
で
は
、平
成　

年
度
中
に
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
補
充
す

１６

る
た
め
の
採
用
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。　

〔
職
種
〕
看
護
師

〔
受
験
資
格
〕
�
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
�
昭
和　

年
４
月
２

４６

日
以
降
生
ま
れ
の
方
�
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、地
方
公
務
員
法
第

　

条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

１６〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
午

１５

２６

前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
職
員
課
で
配
布
し
、申
し

３０

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
�
所
定
の
受
験
申
込
書
�
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

と
成
績
証
明
書
�
看
護
師
免
許
状
の
写
し

〔
第
一
次
試
験
日
〕
２
月
８
日
�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

平  
成  　
  
年  
度  
市  
職  
員  
募  
集

１６

� � �

� �

�

�

�

� �
 �



�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１５日

　市職員の給与は、地方公務員法に基づいた給与制度に沿
い、国や都が民間企業の給与実態などを調査して行う勧告
の内容や、都および 26市の状況を考慮して、市議会の議
決によって定められる条例等で決められています。
　また、市長、助役、収入役、教育長の給料や、市議会議
員の報酬は、「狛江市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、
市議会の議決を経て、条例で定めています ｡
　市職員の給与の公表は、市民の皆さんに、職員給与がど
のように支払われているかを知っていただくために、毎年
その概要をお知らせしています。
　主な内容は、国や都との比較を含め、平成 14年度の支
給状況と、平成 15年 4月 1日現在の職員給与などを公表
します。
〔問い合わせ〕給与の公表については職員課、定員の状況
については企画調整課
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ご
み
の
総
排
出
量
は
年
々
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
増
え
続
け
て

　

ご
み
の
総
排
出
量
は
年
々
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
増
え
続
け
て

お
り
、
ご
み
減
量
に
向
け
て
現
在
の

分
別
の
強
化
や
新
規
の
減

お
り
、
ご
み
減
量
に
向
け
て
現
在
の　

分
別
の
強
化
や
新
規
の
減

１２１２

量
の
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

量
の
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
排
出
者
と
し
て
の
責
任
、

　

ま
た
、
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
排
出
者
と
し
て
の
責
任
、

発
生
・
排
出
の
抑
制
、
受
益
と
負
担
の
公
平
の
具
体
的
な
方
法
を

発
生
・
排
出
の
抑
制
、
受
益
と
負
担
の
公
平
の
具
体
的
な
方
法
を

調
査
等
を
し
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

調
査
等
を
し
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
報
告
書
は
清
掃
課
で
１
冊

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
は
清
掃
課
で
１
冊　

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

６０６０

〔〔
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〕
清
掃
課

  狛江市ごみ半減推進審議会からの狛江市ごみ半減推進審議会からの
『ごみ減量化のための意見具申』報告書　『ごみ減量化のための意見具申』報告書

（概要）　　　　　　　　　　　　　　　（概要）

◆有料化の３つの手法について

◎「指定袋制」（従量制）

　住民登録者に対し、家族数に応じた袋の大きさと枚数を購入できる通知
等（はがき）を発送し、市民はその通知と交換で手数料込みの袋を小売店
等をとおして購入する。

方　

式

▽袋１枚ずつに料金をかけるため、システムが明確である。
▽ごみ減量化の効果が期待できる。
▽経済的な手法が最も発揮できる。
▽排出者としての責任、発生・排出抑制、受益と負担の公平という有料化
の根拠に最も該当する。

長　

所

▽住民登録者・非住民登録者および事業者のすべてが有料化に伴う手数料
を負担する。
▽市民の反応が厳しい（負担など） 。

短　

所

※歳入の総合計は、２億２�９９７万４�３００円となり、支出の総合計６�１４５万３�４２２
円で、差し引き１億６�８５２万８７８円の歳入増となる（推計） 。

◎「一定量無料、超過分有料制」（シール方式）

　住民登録者に対し、家族数に応じたシールの枚数を無料で配布する。シー
ル配布については市民にはがき等で通知し、それを小売店等ではがきと引
き換えにシールを受け取る。

方　

式

▽有料化が「税金の二重取り」にならない。
▽ごみの出し方によっては料金がかからない。
▽受益と負担の公平は指定袋制（従量制）の効果と同じである。

長　

所

▽指定袋制（従量制）に比べてシステムが若干複雑である。
▽ごみ袋の指定ができないため減量効果が期待できない。
▽中途半端な経済性を採用するため有料化の狙いである、責任、発生およ
び排出抑制の効果は若干劣る。

短　

所

※歳入の総合計は、１億４２６万９�５００円となり、支出の総合計４�８０３万８�１７８
円で、差し引き５�６２３万１�３２２円の歳入増となる（推計） 。

◎「指定袋制、一定量は袋代負担だけ、超過分は有料制」

　一定量無料、超過分有料制はシール方式ではない（袋代は負担） 。
住民登録者に対し、家族数に応じた無料指定袋の大きさと枚数を購入でき
る通知等（はがき）を発送し、市民はその通知（はがき）と交換で無料指
定袋（袋代は有料）を小売店等をとおして購入する。

方　

式

▽袋の枚数と大きさで制限するため、減量効果はある。
▽市の財政負担が緩和できる。

長　

所

▽システムが複雑であり、手数がかかる。
▽減量効果は指定袋制（従量制）より劣る。

短　

所

※歳入の総合計は、１億１�０２４万７�５１６円となり、支出の総合計４�９４８万７４２
円で、差し引き６�０７６万６�７７４円の歳入増となる（推計） 。

ご
み
半
減
推
進
審
議
会
は
、
平
成

　

ご
み
半
減
推
進
審
議
会
は
、
平
成

年
９
月
に
市
長
か
ら
「
狛
江
市
一

　

年
９
月
に
市
長
か
ら
「
狛
江
市
一

１１１１般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
、
同
実
施

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
、
同
実
施

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

受
け
、
平
成

年
２
月
に
答
申
を
行

受
け
、
平
成　

年
２
月
に
答
申
を
行

１３１３

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
平
成

年
９
月
か

　

そ
れ
を
受
け
、
平
成　

年
９
月
か

１３１３

ら
ご
み
有
料
化
な
ど
に
つ
い
て
審
議

ら
ご
み
有
料
化
な
ど
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
家
庭
ご

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
家
庭
ご

み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
協

み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
協

力
を
受
け
紙
上
討
論
会
や
シ
ン
ポ
ジ

力
を
受
け
紙
上
討
論
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
市
民
か
ら
貴
重
な

ウ
ム
を
開
催
し
、
市
民
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
広
報
こ
ま
え
６
月
１
日
号

　

昨
年
の
広
報
こ
ま
え
６
月
１
日
号

に
中
間
報
告
を
掲
載
し
、
公
聴
会
を

に
中
間
報
告
を
掲
載
し
、
公
聴
会
を

開
催
し
て
、
有
料
化
の
賛
成
・
反
対

開
催
し
て
、
有
料
化
の
賛
成
・
反
対

の
意
見
等
の
公
述
を
行
い
、
そ
の
こ

の
意
見
等
の
公
述
を
行
い
、
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
平
成

年
８
月
、
ご

と
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
８
月
、
ご

１５１５

み
減
量
化
の
た
め
の
意
見
具
申
（
第

み
減
量
化
の
た
め
の
意
見
具
申
（
第

１
さ
ら
な
る
減
量
化
の
道
、
第
２
ご

１
さ
ら
な
る
減
量
化
の
道
、
第
２
ご

み
有
料
化
へ
の
道
）
を
市
長
に
答
申

み
有
料
化
へ
の
道
）
を
市
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

答
申
を
受
け
、
市
は
三
多
摩
の
有

答
申
を
受
け
、
市
は
三
多
摩
の
有

料
化
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
、

料
化
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
、

意
見
具
申
の
３
つ
の
手
法
の
中
で
、

意
見
具
申
の
３
つ
の
手
法
の
中
で
、

よ
り
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
て
い

よ
り
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

▽
目
標

▽
目
標

最
終
処
分
場
を
頼
ら
な
い
ご
み
処

　

最
終
処
分
場
を
頼
ら
な
い
ご
み
処

理
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

理
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

▽
課
題

▽
課
題

��
住
民
参
加
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム

住
民
参
加
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム

づ
く
づ
く
りり

��

廃
棄
物
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

 
廃
棄
物
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
づ
く
りり

▽
取
り
組
み

▽
取
り
組
み

��
す
で
に
実
施
し
て
い
る
施
策
の
再

す
で
に
実
施
し
て
い
る
施
策
の
再

検
討
検
討

��

新
た
な
取
り
組
み
、
市
民
の
自
発

 
新
た
な
取
り
組
み
、
市
民
の
自
発

的
活
動
に
対
す
る
援
助
等

的
活
動
に
対
す
る
援
助
等

▽
有
料
化
根
拠
と
し
て

▽
有
料
化
根
拠
と
し
て

��
「
排
出
者
と
し
て
の
責
任
」
を
明

「
排
出
者
と
し
て
の
責
任
」
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

��
「
発
生
抑
制
」「
排
出
抑
制
」
に
努

「
発
生
抑
制
」「
排
出
抑
制
」
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

め
る
べ
き
で
あ
る
。

��
「
受
益
と
負
担
の
公
平
」
を
行
う

「
受
益
と
負
担
の
公
平
」
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

べ
き
で
あ
る
。

��
「
減
量
化
の
た
め
に
」
ご
み
を
有

「
減
量
化
の
た
め
に
」
ご
み
を
有

料
化
す
べ
き
で
あ
る
。

料
化
す
べ
き
で
あ
る
。

有
料
化
に
向
け
て
の
経
緯

有
料
化
に
向
け
て
の
経
緯

意

見

具

申

概

要

意

見

具

申

概

要

〜
第
２
ご
み
有
料
化
へ
の
道
〜

〜
第
２
ご
み
有
料
化
へ
の
道
〜

〜
第
１
さ
ら
な
る
減
量
化
の
道
〜

〜
第
１
さ
ら
な
る
減
量
化
の
道
〜



▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
８
時　

２５

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽ 
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・　

日
�
午

２２

２９

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１５

民
税
（
第
４
期
分
） 、
国
民
健
康
保

険
税
（
第
７
期
分
） 、
介
護
保
険
料

（
第
７
期
分
）
は
、
２
月
２
日
�
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

〔
日
時
〕
２
月
７
日
�
午
後
２
時
か

ら
４
時　

分
ま
で

３０

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
・
展
示

多
目
的
室

〔
内
容
〕
▽
第
１
部
、
講
演
「
女
と

男
、
家
庭
か
ら
変
え
て
い
こ
う
」
▽

第
２
部
、
市
民
の
方
々
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〔
講
師
〕
星
建
男
さ
ん
（
男
の
子
育

て
を
考
え
る
会
事
務
局
長
）

〔
定
員
〕
先
着
１
０
０
人

※
保
育
希
望
者
は
１
月　

日
�
ま
で

３０

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課　

　
　

歳
は
国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
で

２０
す
。
日
本
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民

６０
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 　

こ
れ
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
や

不
慮
の
事
故
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
の
に
必
要

な
所
得
を
保
障
す
る
た
め
、
前
も
っ

て
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、

世
代
間
で
助
け
合
う
制
度
だ
か
ら
で

す
。
平
成　

年
度
の
保
険
料
は
月
額

１５

１
万
３
�
３
０
０
円
で
す
。
な
お
、

経
済
的
な
理
由
で
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
（
全
額
ま
た
は

半
額
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

現
在
の
行
政
手
続
き
の
多
く
は
、

市
区
町
村
な
ど
の
窓
口
に
出
向
き
、

申
請
書
に
署
名
、
押
印
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
印
鑑
証

明
や
住
民
票
な
ど
の
添
付
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行

政
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
で
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
・
届
け
出
の
と
き
に
、
他
人
に

よ
る
な
り
す
ま
し
申
請
や
、
通
信
途

上
で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に

電
子
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
に

申
請
を
し
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
に
電
子
証
明
書
を
記
録
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
電
子
証
明
書
の
発
行

主
体
は
、
東
京
都
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
１
月

中
旬
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
電

子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認

証
業
務
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
と

同
時
に
開
始
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
共
同
住
宅
の
建
築
や
一
定

規
模
以
上
の
そ
の
他
の
建
築
、
開
発

行
為
等
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
届

け
出
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

和
泉
本
町
浄
水
所
の
配
水
池
バ
ル

ブ
取
替
工
事
に
よ
り
、
１
月
中
旬
か

ら
３
月
末
ま
で
の
予
定
で
市
内
水
源

水
の
配
水
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
間

は
、
都
浄
水
場
か
ら
だ
け
の
給
水
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
工
事
に
よ

る
断
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課

　
　

歳
に
な
っ
た
人
は
、
選
挙
に
参

２０
加
す
る
権
利
、
国
会
議
員
や
地
方
自

治
体
の
議
員
・
首
長
な
ど
を
選
べ
る

 「
選
挙
権
」を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
誰
も
が
安
全
な
ま
ち

で
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
民
主
主
義
の
政

治
は
私
た
ち
の
身
近
に
あ
っ
て
重
要

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
政
治

の
土
台
と
な
る
の
が
議
員
や
首
長
を

選
ぶ
た
め
の
「
選
挙
」
で
す
。
選
挙

は
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
し
、
主
権

者
と
し
て
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１５日

冬
の
生
活

　

昭
和
の
初
め
は
今
よ
り
ず
っ
と
寒

か
っ
た
。
そ
の
う
え
秋
が
深
ま
る
と

北
風
強
く
吹
き
、
砂
塵
舞
い
上
が
り
、

悩
ま
さ
れ
る
日
が
多
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
ど
こ
の
家
で
も
屋
敷
の
ま

わ
り
に
は
防
風
林
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
て
、シ
ラ
カ
シ
、ケ
ヤ
キ
、ス
ギ
、タ

ケ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
家
の
中
に
土
埃
が
入
っ

て
く
る
の
で
、 
藁 
を
編
ん
で
、
三
段

わ
ら

く
ら
い
に
し
て
軒
先
に
吊
る
し
た
。

一
冬
越
し
た
藁
に
は
、
土
が
餅
み
た

い
に
な
っ
て
固
ま
っ
て
い
た
。

　

水
溜
り
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
氷
が

は
っ
た
。
子
供
た
ち
は
学
校
に
行
く

道
々
、
砂
利
道
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

氷
が
は
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
踏

み
な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
み
の
一
つ

だ
っ
た
。

　

冬
の
寒
さ
と
乾
燥
し
た
天
気
は
大

根
干
し
に
も
都
合
が
よ
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
ど
こ
の
農
家
で
も
採
れ
た
ば

か
り
の
大
根
を
小
川
で
洗
い
、
荒
縄

で
ぶ
ら
下
げ
て
、
庭
い
っ
ぱ
い
に
干

し
た
。
農
家
の
庭
は
作
業
場
で
も

あ
っ
た
。

　

麦
畑
に
は
霜
柱
が
立
つ
。
新
芽
を

踏
み
、
根
元
を
踏
み
、
芽
の
伸
び
過

ぎ
を
押
さ
え
な
が
ら
、
根
張
り
を
よ

く
す
る
た
め
に
麦
踏
み
を
し
た
。

　

畑
仕
事
は
冬
も
休
み
は
な
い
。
白

菜
や
小
松
菜
な
ど
を
植
え
、
収
穫
し

た
も
の
は
小
川
で
洗
い
、
土
間
で
束

ね
て
出
荷
し
た
。

　

野
菜
を
束
ね
た
り
、
縄
な
い
や 
筵 

む
し
ろ

編
み
を
す
る
の
も
夜
の
仕
事
で
あ
る
。

だ
か
ら
農
家
の
土
間
は
広
く
、
入
口

も
大
き
く
開
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

日
が
暮
れ
れ
ば
大
戸
を
下
ろ
し
て
、

 
潜 
り
戸
か
ら
出
入
り
し
た
。

く
ぐ

　

土
間
に
接
し
た
部
屋
に
は
囲
炉
裏

が
あ
る
。 
梁 
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た

は
り

つ
る
べ
に
は
鍋
や
や
か
ん
が
か
か
っ

て
い
た
。
囲
炉
裏
は
食
事
の
場
所
で

あ
る
と
と
も
に
家
族
団
ら
ん
の
場
所

で
も
あ
る
。

　

囲
炉
裏
や 
竈 
で
燃
え
残
っ
た
薪
は

か
ま
ど

消
し
炭
に
な
っ
て
、
火
鉢
に
入
れ
、

猫
ご
た
つ
に
入
れ
て
夜
の
暖
房
に
し

た
。

　

雨
戸
を
開
け
て
、
冬
の
光
を
い
っ

ぱ
い
受
け
た
縁
側
は
親
し
い
人
と
の

語
ら
い
の
場
所
だ
っ
た
。
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
漬
け
物
を
つ
ま
ん
で
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。
縁
側
は
農
家
の
応

接
間
で
も
あ
っ
た
し
、
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
を
し
な
が
ら
た
だ
一
人
、
暖
を
と

る
に
も
最
適
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

竈
か
ら
上
っ
た
煙
は
、
屋
根
裏
を

通
っ
て
屋
根
の
上
に
あ
る
大
き
な
煙

出
し
か
ら
外
に
出
て
い
っ
た
。
奥
座

敷
以
外
は
天
井
板
を
張
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
家
の
中
は
温
ま
り
、

屋
根
に
葺
い
た 
茅 
の
持
ち
を
よ
く
し

か
や

た
。

　

山
林
の
少
な
い
狛
江
で
は
、
薪
は

貴
重
品
だ
っ
た
。
日
頃
か
ら
丹
精
し
、

裏
の
軒
下
に
積
ん
で
乾
燥
さ
せ
て
お

い
た
。
麦
藁
や
く
ず
（
木
の
葉
）
な

ど
も
燃
料
に
し
た
。

　

農
家
で
は
お
も
に
外
便
所
を
使
っ

た
。
野
良
の
帰
り
に
す
ぐ
行
け
た
し
、

 
瓶 
に
た
ま
っ
た

か
め

 
屎
尿 
を
取
り
出
し
て
、

し
に
ょ
う

堆
肥
づ
く
り
を
す
る
の
に
便
利
だ
っ

た
が
、
冬
の
季
節
風
は
お
構
い
な
く

隙
間
か
ら
吹
き
つ
け
て
困
ら
せ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２０－

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

浄
水
所
工
事
の
お
知
ら
せ

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
」
の
開
始
に
つ
い
て

共
同
住
宅
の
建
築
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す

政
治
に
も
っ
と
関
心
を
、
そ

し
て
選
挙
に
参
加
を

　

家
庭
内
、
親
子
や
近
隣
関
係
な

ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
生
じ
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
毎
月
第
３
木
曜

日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

「
人
権
身
の
上
相
談
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
長
が
推
薦
し
議

会
の
同
意
を
得
た
野
間
自
子
さ
ん

が
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
２
人
の
人
権
擁
護
委
員

（
佐
藤
安
正
委
員
、
松
�
正
勝
委

員
）
と
協
力
し
て
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

人
権
擁
護
委
員
に
野
間
自
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

�
第
７
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

民
会
議

�
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第
七
小
学

校
新
校
開
校
委
員
会

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０ 第　

回
男
女
平
等
推
進

１２
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
で
き
る
最
大
の
機
会
な
の
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
狛
江
市
長
選
挙
と
参

議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
は
政
治
を
支
え
る
一

票
で
あ
り
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
基

と
な
る
一
票
で
す
。
政
治
に
も
っ
と

関
心
を
持
ち
、
選
挙
に
は
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

▽
第
１
分
科
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

１６

ら〔
会
場
〕
５
０
２
会
議
室

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

２１

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

２３

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

１５

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時
か

２０

ら〔
会
場
〕
第
七
小
学
校

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

１６

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
第
二
小
学
校　
　
　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

２３

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局



　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
申

１６

告
と
、
平
成　

年
分
所
得
税
の
確
定

１５

申
告
の
申
告
期
間
は
、
２
月　

日
�

１６

か
ら
３
月　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜

１５

日
を
除
く
）
で
す
。

■
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書

　

市
役
所
２
階
課
税
課
市
民
税
係
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
確
定
申
告
書

　

武
蔵
府
中
税
務
署
へ
提
出
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
計
算
、
記
入
済
み
の
申
告

書
は
、
申
告
期
間
中
、
市
役
所
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に

提
出

　

確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
の
窓

口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

書
は
自
分
で
書
い
て
、
早
め
に
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
記
入
し
た
控
え
と

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
必

ず
同
封
く
だ
さ
い
。

　

提
出
す
る
前
に
記
載
漏
れ
や
計
算

誤
り
の
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
内
容

を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金

が
戻
る
方
は
、
２
月　

日
以
前
で
も

１３

提
出
で
き
ま
す
。
還
付
金
の
受
け
取

り
は
、
銀
行
振
込
を
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
に
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号

等
を
記
入
く
だ
さ
い
。

■
税
務
署
職
員
に
よ
る
申
告
書
作
成

会
場

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

税
務
署
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

　

来
場
の
際
に
は
、
筆
記
用
具
、
電

卓
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
配
布
す
る

整
理
券
の
番
号
順
に
受
け
付
け
し
ま

す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

　

な
お
、
譲
渡
所
得
・
相
続
・
贈
与

の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民
税

は
課
税
課
、
所
得
税
は
武
蔵
府
中
税

務
署
�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１

１

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１５日　�

　

平
成　

年
糖
尿
病
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
糖
尿
病
有
病
者
は
約
７
４
０

１４

万
人
、
予
備
軍
も
含
め
る
と
そ
の
数
は
約
１
�
６
２
０
万
人
に
も
の
ぼ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
人
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
治
療
を

受
け
て
い
な
い
人
が
多
い
と
い
う
点
で
、
近
年
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
初
期
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
、
病
状
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
は
毎
日
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
次
の

こ
と
を
参
考
に
し
て
、 

日
常
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
適
正
体
重
を
維
持
す
る
。

�
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
は
や
め
る
。

�
適
度
の
運
動
を
習
慣
に
。
肥
満
を
解
消
し
、
血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

�
上
手
に
ス
ト
レ
ス
解
消
を
。
ス
ト
レ
ス
は
糖
尿
病
の
誘
因
に
な
り
ま
す
。

�
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
習
慣
を
。

�
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

�

�

�

�

������������������������������������

������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

糖

尿

病

を

予

防

し

よ

う

　

狛
江
に
住
ん
で　

年
に
な
り
ま
す
。

２７

妻
は　

年
に
な
り
ま
す
。
幼
い
頃
は

５０

多
摩
川
で
泳
い
だ
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
時
い
き
な
り
ア
ユ
が
遡
上
し
て
い

る
画
面
が
映
り
ま
し
た
。
ア
ユ
だ
け

で
な
く
う
な
ぎ
の
稚
魚
や
カ
ニ
も
画

面
に
映
り
ま
し
た
。
そ
の
川
の
上
で

は
大
輪
の
花
火
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
川
は
、
な
ん
と
多
摩
川
で
し

た
。
自
宅
か
ら
歩
い
て
７
、
８
分
の

距
離
に
こ
ん
な
自
然
が
あ
っ
た
の
で

す
。
と
い
う
か
昔
の
多
摩
川
が
戻
っ

て
き
た
の
で
す
。
地
球
や
日
本
の
環

境
問
題
に
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い

る
話
は
耳
に
す
る
毎
日
で
す
が
、
あ

ま
り
身
近
な
問
題
と
い
う
意
識
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
あ
の
白
い
泡
や
ゴ
ミ
が
ぷ

か
ぷ
か
浮
い
て
い
た
多
摩
川
が
こ
こ

ま
で
き
れ
い
に
な
り
生
き
物
の
場
と

し
て
蘇
っ
た
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
と
社
会
の
一
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル

や
ル
ー
ル
を
き
ち
っ
と
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
と
反
省
し
ま
し
た
。

自
然
に
気
を
配
れ
ば
、
自
然
は
も
っ

と
心
や
す
ら
ぐ
時
を
く
れ
ま
す
。

　

い
ま
多
摩
川
は
、
水
面
に
魚
が
跳

ね
、
鳥
が
岸
辺
に
舞
い
、
季
節
の
植

生
が
風
に
ゆ
れ
、
釣
り
や
散
策
を
楽

し
む
人
々
ら
が
自
然
と
溶
け
合
う
こ

と
の
で
き
る
絵
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　

い
つ
か
夏
の
多
摩
川
に
蛍
が
舞
う

日
も
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

片岡　朗さん
中和泉一丁目在住

�

多
摩
川
の
、
楽
し
み

健
康
日
本

糖
尿
病
編

２１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１８

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１５

１０

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２８

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
１
月　

日
�
午

１６

前
９
時　

分
〜　

時　

分
・
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽
２
月
６
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
・
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
定
員
〕　

人
（
３
日
間
参
加
可
能

３０

な
方
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

※
１
年
以
内
に
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
で
骨
密
度
測
定
を
し
た
方
は
、

今
回
測
定
は
行
え
ま
せ
ん
。
な
お
、

骨
密
度
測
定
以
外
の
内
容
は
今
回
測

定
で
き
な
い
方
も
受
講
可
能
で
す
の

で
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
・
２
月　

日
・

２７

２４

３
月　

日
（
火
曜
日
・
３
回
コ
ー
ス
）

１６

午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江
市

１０

健
康
相
談
所
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６１
１
８
１
へ
。

■
健
康
づ
く
り
教
室
〜
骨
粗
し
ょ
う

症
〜

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
育
児
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１８

２５

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

会　場相 談 時 間相 談 人 員月　日

中 央 公 民 館

地 下 ホ ー ル

午前９時３０分

～正午

午後１時～４時

２７０人１月２８日�

２３０人１月２９日�

２３０人１月３０日�

２５０人２月２日�

■確定申告書作成会場

※ご自身で確定申告書を作成していただきます。
※職員は作成方法のアドバイスを行います。

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー�

講　師内　　容日　時

西山和男さん
 （狛江市医師会）

骨粗しょう症について
骨密度測定

２月９日�
午後１時３０分
～３時

運動指導員手軽にできる運動
（実技）

２月１３日�
午後１時３０分
～３時

栄養士
看護師

栄養の話
骨密度測定結果説明
まとめ

２月１６日�
午後１時３０分
～３時

■健康づくり教室～骨粗しょう症～

環　

境　

を　

考　

え　

る　
　
　

市
民
の
声



〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
開

２５

１１

場
・　

時　

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ

１１

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
〔
出
演
団
体
〕
民
恵
会
・

さ
ざ
な
み
会
・
龍
鳳
会
・
駒
渡
美
会
・

一
祥
会
・
貞
山
会
・
秀
狛
会
・
美
重

駒
会
・
佳
久
芳
会
・
扇
汐
会
・
水
曜

会
〔
協
力
団
体
〕
茶
道
連
盟
・
華
道

連
盟
ほ
か

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
佐
藤
�
（
３
４
８
９
）
０
９
４

６〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
・　

日
（
定

１６

１７

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　

狛
江
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
異

文
化
理
解
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
一
環
と
し
て
、
海
外
出
身
者

の
方
々
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
、
意
見
な
ど
テ
ー

マ
は
自
由
で
す
。
ま
た
、
年
齢
・
日

本
語
の
習
熟
度
も
問
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
海
外
出
身
者
を
ご
存
知
の

方
は
、
こ
の
催
し
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
（
親
睦
会
含
む
）〔
会

３０

場
〕
中
央
公
民
館
〔
応
募
締
め
切
り
〕

２
月　

日
�

１６

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

お
知
り
合
い
の
外
国
人
で
困
っ
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１８

４
時
〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会

議
室
※
相
談
は
、
中
国
語
・
ハ
ン
グ

ル
語
・
英
語
・
日
本
語
で
応
対
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

市
内
商
店
の
協
力
に
よ
り
電
話
な

ど
で
注
文
を
受
け
、
配
達
を
行
う
商

店
宅
配
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
可
能
な
事
業
者
を
記
載
し
た
名

簿
冊
子
を
産
業
生
活
課
・
商
工
会
・

各
商
店
街
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
世
帯
〕　

歳
以
上
単
身
・　

６５

６５

歳
以
上
の
み
の
世
帯
・
身
体
障
害
者

手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
が

い
る
世
帯
〔
利
用
上
の
注
意
〕
通
常

配
達
し
て
い
る
商
品
（
配
達
料
を
支

払
っ
た
場
合
を
含
む
）
等
の
場
合
は
、

配
達
証
明
カ
ー
ド
を
事
業
者
に
渡
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
（
例
、
２
人
前
以

上
の
出
前
、
大
型
商
品
等
） 。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
狛
江
市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）

０
１
７
８

　
　

歳
以
上
の
徘
徊
高
齢
者
に
端
末

６５
機
を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
介
護
者
の

照
会
に
対
し
て
、　

時
間
体
制
で
位

２４

置
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
な
お
、
従

来
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
探
索
機
に
加
え
て
、
人

工
衛
星（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
加
わ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

　

中
央
公
民
館
の
利
用
団
体
で
、
４

月
か
ら
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
展
示
）
の

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
１
月　
１６

日
�
〜　

日
�
に
申
し
込
み
く
だ
さ

３０

い
。
※
申
込
用
紙
は
、
中
央
公
民
館

で
配
布

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

　

１
月　

日
�
は
施
設
点
検
の
た
め

１７

臨
時
休
館
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館
�

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
相
談

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
・
情

報
提
供
�
弁
護
士
に
よ
る
苦
情
・
権

利
侵
害
相
談
�
成
年
後
見
制
度
利
用

に
つ
い
て
の
相
談
�
そ
の
他
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

�
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
」
介

護
保
険
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使

う
手
続
き
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
支
払
い
代
行
�
「
日
常
的
金
銭
管

理
」
通
帳
の
預
か
り
、
預
貯
金
の
引

き
出
し
や
公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い

�「
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
が
日
常
生

活
を
送
る
う
え
で
必
要
な
郵
便
物
の

確
認
や
各
種
行
政
手
続
き
の
支
援
な

ど
�
「
書
類
等
の
預
か
り
」
通
帳
、

実
印
、
年
金
証
書
、
保
険
証
書
、
権

利
証
、
契
約
書
な
ど
の
預
か
り

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
５
６
０
３

〔
日
時
〕２
月
３
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

市
役
所
２
階
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
、

毎
月
交
替
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

〔
内
容
〕
▽
１
月　

茶
道
具
・
狛
江

市
茶
道
連
盟
▽
２
月　

手
工
芸
・
手

工
芸
グ
ル
ー
プ
▽
３
月　

書
道
・
書

海
社
女
流
展
▽
４
月　

陶
芸
・
野
歩

▽
５
月　

押
し
花
・
梨
花
の
会
▽
６

月　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
コ
ン

パ
ス

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
晝
間
�
０
４
２
４
（　

）
９
８

８８

１
１

　

１
月　

日
�
は
、
午
前　

時
ま
で

１５

１０

停
電
の
た
め
受
付
事
務
は
で
き
ま
せ

ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕２
月
７
日
〜
３
月
６
日（
毎

週
土
曜
日
・
全
５
回
）
午
前　

時
〜

１０

午
後
零
時　

分
〔
会
場
〕
市
民
総
合

３０

体
育
館
〔
内
容
〕
▽
講
義
「
健
康
に

影
響
す
る
体
力
、
運
動
と
栄
養
、
運

動
と
こ
こ
ろ
」
な
ど
▽
実
技
「
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
と
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

骨
密
度
測
定
と
栄
養
調
査
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど

※
内
容
は
、
講
師
の
都
合
に
よ
り
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の
男

２０

女
で
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
体
力

が
あ
る
方
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
参

３０

加
費
〕
１
０
０
円
（
保
険
料
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
体
育
課
�

１６（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１５日

■
第　

回
「
新
春
の
集
い
」

２９

■「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
支
援
事
業
」

が
始
ま
り
ま
し
た

■
平
成　

年
度
中
央
公
民
館
シ
ョ
ー

１６

ケ
ー
ス
の
利
用
申
し
込
み

シリーズ　－３－ ごみゼロに向けて 〔問い合わせ〕清掃課●●●
　

現
在
、
毎
週
水
曜
日
に
古
紙
・
古
布
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
回
収
量
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
約
４
４
０
�
の
組
成
分
析
を
し
た
結
果
、
資
源

で
あ
る
古
紙　

・
６
�
、
古
布
４
・
２
�
、
ダ
ン
ボ
ー
ル　

・
８
�
が

９４

３５

一
緒
に
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、特
に
古
紙
は
全
体
の　

％
２０

以
上
を
占
め
、排
出
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
古
紙
は
、名
刺
大
以
上
の
は
が
き

や
メ
モ
用
紙
、ち
ら
し
等
は
す
べ
て
資
源
と
し
て
回
収
で
き
ま
す
の
で
、

紙
袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
・
古
布
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
教
室
〜
運

動
習
慣
を
身
に
付
け
、
正
月
太
り
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
〜

■
痴
呆
性
徘
徊
高
齢
者
探
索
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
く
だ
さ
い

■
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

■
商
店
宅
配
事
業
の
名
簿
配
布

■
こ
ま
え
楽
市

■
西
河
原
公
民
館
（
学
習
情
報
室
含

む
）
臨
時
休
館

■
若
葉
会
会
食
会

■
狛
江
市
文
化
協
議
会
展
示
物

■
市
民
総
合
体
育
館
停
電

■
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

古　布古　紙

１１３t２�０２０t平成１０年度

１２２t２�０２９t平成１１年度

１４７t２�２２２t平成１２年度

１５３t２�２２８t平成１３年度

１９６t２�３２６t平成１４年度

■古紙・古布回収実績

�

■
ご
注
意

　

最
近
、
古
紙
・
古
布
の
回
収
日
に
新
聞
等
の
抜
き
取
り
が
起
き
て
い

ま
す
。
家
の
前
等
に
出
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
所
か
ら
、無
断
で
持
ち
去

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

指
定
業
者
以
外
の
者
が
持
ち
去
る
行
為
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
清
掃
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。



広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１５日　�

〔
日
時
〕
２
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
定

員
〕
小
学
校
５
・
６
年
生
お
よ
び
中

学
生
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

２０

ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
布

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
國
井

�
（
３
４
８
９
）
０
８
８
３

〔
日
時
〕
２
月
５
日
〜　

日
（
毎
週

２６

木
曜
日
・
全
４
回
）
午
後
７
時
〜
９

時〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午
〔
定
員
〕
小
学
生
先
着　

人
２５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
２
日
〜　

日
（
毎
週

２３

月
曜
日
・
全
４
回
）〔
対
象
〕　

歳
以

５５

上
の
男
性
〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕

２０

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

〔
参
加
費
〕
１
回
５
０
０
円
〔
講
師
〕

小
林
秀
子
さ
ん
（
料
理
研
究
家
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
正
午
〔
定
員
〕

１０

　

人
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

２０在
勤
者

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
▽
２
月
７
日
�
午
後
１
時

〜
４
時
、
団
塊
世
代
と
真
性
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
▽
２
月　

日
�
午
後

１４

１
時
〜
４
時
、
現
代
若
者
の
ト
レ
ン

ド
と
消
費
性
向
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・

在
勤
者
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕
三

５０

浦
展
さ
ん
（
立
教
大
学
講
師
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
程
〕
２
月
６
日
�
〜
３
月　

日
１６

�
の
間
で
不
定
期
、
講
義
が　

日
間

１４

　

時
間
・
実
習
が
１
日
８
時
間
〔
時

４５

間
〕
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

３０

分
の
間
で
１
日
ま
た
は
半
日〔
内
容
〕

家
事
・
介
護
援
助
の
知
識
・
技
術
の

修
得
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
・
こ
ま
え
苑
〔
受
講
料
〕
１
万

円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）〔
受
験
資
格
〕

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
全
回
出
席
の

方
の
み
３
級
修
了
証
明
書
発
行
）〔
定

員
〕　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
載
し
１
月　

日
�
（
必

２２

着
）
ま
で
に
〒
２
０
１
―
０
０
１
５

猪
方
４
―　

―
１
狛
江
市
シ
ル
バ
ー

１３

人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６

７
３
５
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時　

分
・
２
月
４
日
�
午
後

３０

６
時　

分
〜
８
時　

分
※
両
日
と
も

３０

３０

同
じ
講
習
〔
会
場
〕
狛
江
市
商
工
会

館
〔
講
師
〕
東
京
税
理
士
会
武
蔵
府

中
支
部
所
属
税
理
士

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
商
工
会
�

（
３
４
８
９
）
０
１
７
８

〔
資
格
〕
子
ど
も
の
指
導
経
験
者
、

児
童
厚
生
員
、
保
育
士
、
学
校
・
幼

稚
園
教
諭
、
社
会
福
祉
士
任
用
等
の

有
資
格
者
〔
採
用
日
〕
４
月
１
日

〔
勤
務
時
間
〕
午
後
１
時　

分
〜
６

１５

時　

分
（
原
則
）〔
勤
務
場
所
〕
第
一

１５
小
学
校
〔
募
集
人
員
〕
２
人
〔
申
し

込
み
〕
１
月　

日
�
ま
で
に
履
歴
書

３０

お
よ
び
資
格
証
明
書
を
持
参

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
職
種
〕コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク（
介

護
、
相
談
、
事
務
等
）〔
資
格
要
件
〕

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資
格
を
有

す
る
（
見
込
み
の
）
方
〔
年
齢
要
件
〕

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

４３

方〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

■
朗
読
講
習
会
（
初
心
者
向
け
）　

〔
日
時
〕２
月
５
日
・　

日（
木
曜
日
・

１９

全
２
回
）
午
前　

時
〜
正
午
〔
講
師
〕

１０

恵
美
三
紀
子
さ
ん
（
日
本
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）〔
定
員
〕

　

人〔
申
し
込
み
〕１
月　

日
�
か
ら

３０

１５

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１

月　

日
�
午
後
４
時
か
ら
〔
絵
本
〕

２６
き
た
き
つ
ね
の
ゆ
め
・
い
た
ず
ら
ね

こ
〔
工
作
〕
お
り
が
み
〔
お
は
な
し
〕

未
定

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日
時
〕

２
月
５
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か

１０

ら
・
Ｂ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か
ら
〔
対

１１

象
〕
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
定

員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕
１
月　

３０

１５

日
�
か
ら

■
空
き
箱
し
し
ま
い
作
り　
〔
日
時
〕

１
月　

日
�
・　

日
�
午
後
３
時　

２８

２９

３０

分
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕
小
学
生

３０

〔
申
し
込
み
〕
当
日
ま
で

■
子
ど
も
人
形
劇　
「
あ
い
さ
つ
の

き
ら
い
な
王
様
」
ほ
か
〔
日
時
〕
２

月
４
日
�
午
後
３
時
開
演
、
４
時
ご

ろ
ま
で
〔
対
象
〕
小
学
生
・
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）〔
申
し
込
み
〕
１
月

　

日
�
か
ら

２１■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
「
幼
児
と

折
り
紙
〜
ひ
な
祭
り
〜
」
五
節
句
の

お
話
と
和
紙
で
折
る
お
ひ
な
さ
ま
の

色
紙
〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

３１

１０

時　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼

３０

１１

３０

児
保
護
者
〔
保
育
〕
２
歳
以
上
〔
定

員
〕　

人
〔
費
用
〕
３
０
０
円
〔
申

１５

し
込
み
〕
１
月　

日
�
か
ら

１５

■
た
ん
ぽ
ぽ
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日
時
〕

２
月
６
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か

１０

ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら
〔
対
象
〕

１１

１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
定
員
〕

各　

組
〔
申
し
込
み
〕
１
月　

日
�

４０

１５

か
ら
（
電
話
可
）

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
�

１９

午
前
９
時　

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ
ル
等

※
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服
装

■
人
形
劇
と
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１

月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

２６

１０

１１

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
「
シ
ル
バ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
駄
倉
保
育
園

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
西
河
原
セ
ミ
ナ
ー
「
私
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
の
た
め
に
」
後
編

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）「
マ
ジ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
教
室
」

■
市
民
講
座
「
消
費
社
会
の
文
化
と

構
造
」

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
３
級
ヘ

ル
パ
ー
）

◎
多
摩
川
保
育
園

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

■
消
費
税
講
習
会

■
い
き
い
き
広
場
「
ス
ラ
イ
ム
を
作

ろ
う
」

内容・詳細講　師テーマ日　時

誰かのためだけ
じゃなく、私の人生、
もっと充実させた
いと思いませんか。
講師の話、話し合い、
まとめをしながら
「私」のライフプラ
ンを描くヒントを
学びます。

小西ひとみさ
ん（ＮＰＯ法人
女性と仕事研
究所）

ライフプラ
ン・キャリ
アプランと
その課題に
ついて考え
る①②③

１月２７日�

中村立子さん
（川崎市男女
共同参画セン
ター館長）ほか

２月１０日�

２月２４日�

�

錦　　町� 四谷上流� 関　　戸� 押　　立� 下 布 田�

日　　野� 住　　吉� 是　　政� 下 石 原� 元 和 泉�

■西河原セミナー「私のライフプランのために」後編

■
新
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
放
課
後

ク
ラ
ブ
嘱
託
職
員

■
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

　

多
摩
川
は
勾
配
が
急
で
あ
る
た

め
水
の
流
れ
が
速
く
、過
去
に
多
く

の
河
岸
侵
食
の
被
害
を
受
け
て
い

る
河
川
で
す
。「
多
摩
川
堤
防
侵
食

集
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
水

の
流
れ
が
堤
防
に
接
近
し
て
い
る

所
な
ど
、早
急
に
強
固
な
防
護
が
必

要
で
あ
る　

カ
所
に
対
し
て
、期
間

１０

（
４
年
間
）を
定
め
て
集
中
的
な
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
効
果

を
最
大
限
発
現
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、洪
水
に
対

す
る
安
全
性
と
同
様
に
環
境
に
も

十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
狛
江
市
元
和
泉
地

先
・
調
布
市
下
石
原
地
先
・
多
摩
市

関
戸
地
先
・
日
野
市
日
野
地
先
に
て

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、よ
り
安
全
で
親
し
み

や
す
い
多
摩
川
の
実
現
に
向
け
て

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

元
和
泉
地
先
の
工
事
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕１
月　

日
�
午
後
２
時
か

２４

ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
和
泉
小
学
校

〔
問
い
合
わ
せ
〕京
浜
河
川
事
務
所

調
査
課
�
０
４
５
（
５
０
３
）
４
０

０
８

■
青
少
年
第
三
育
成
委
員
会
「
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子
作
り
教
室
」

「
多
摩
川
堤
防
侵
食
集
中

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


